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編

集

後

記

二
〇
一
九
年
は
、
慶
應
義
塾
か
ら
神
戸
寅
次
郎
、
気
賀
勘
重
、
堀
江

帰
一
ら
が
は
じ
め
て
海
外
留
学
生
に
選
ば
れ
て
か
ら
、
一
二
〇
年
の
節

目
に
な
っ
た
。
本
誌
で
は
こ
れ
を
記
念
し
、「
近
代
日
本
と
留
学
」
と

題
す
る
特
集
を
組
み
、
和
光
大
学
の
辻
直
人
氏
か
ら
「
留
学
の
日
本
近

代
化
に
果
た
し
た
役
割
」、
神
戸
学
院
大
学
の
辻
村
亮
彦
氏
か
ら
「
明

治
十
八
年
文
部
省
海
外
留
学
生
と
し
て
の
梅
謙
次
郎
」、
高
麗
大
学
の

徐
明
一
氏
か
ら
「
兪
吉
濬
の
ア
メ
リ
カ
留
学
と
近
代
地
理
学
の
受
容
」、

ま
た
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
加
藤
学
陽
氏
か
ら
「
神
戸
寅
次

郎
の
ド
イ
ツ
留
学
と
法
学
通
論
講
義
」、
と
題
す
る
意
欲
的
な
論
説
・

資
料
紹
介
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

一
般
公
募
論
文
は
、
七
本
の
投
稿
が
あ
っ
た
が
、
査
読
の
結
果
、
こ

の
う
ち
論
説
が
四
本
、
研
究
ノ
ー
ト
が
二
本
、
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
近
代
日
本
に
お
け
る
理
想
主
義
的
社
会
政
策
論
の
意
義
、
矢

野
文
雄
と
明
治
十
四
年
の
政
変
、
辛
亥
革
命
後
日
本
の
対
華
外
交
の
転

換
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
堀
江
帰
一
の
戦
後
日
本
経
済
指
針
、
一
八
八

〇
年
代
に
お
け
る
「
女
性
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
青
森
県
に
お
け
る
学

童
集
団
疎
開
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
と
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
い
ず
れ
も
近
代
日
本
研
究
に
資
す
る
意
欲
作
と
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
資
料
紹
介
と
し
て
、
例
年
通
り
、
福
沢
諭
吉
・
慶
應
義
塾

関
係
の
新
資
料
紹
介
、
お
よ
び
明
治
期
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生
に

関
す
る
資
料
を
収
め
た
。

本
誌
は
、
近
代
日
本
研
究
に
関
す
る
知
的
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
今

後
も
慶
應
義
塾
内
外
に
開
か
れ
た
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
次
号
は
二
〇
二
一
年
二
月
刊
行
予
定
で
あ
る
。
多
く
の
意
欲
的

な
論
考
の
投
稿
を
期
待
す
る
。


